
■生い立ち

越寿三郎は1864（元治元）年、信濃国高井郡須坂村（現：長野県須坂市）の豪

農小田切家に生まれ、20歳で越家の養子に入った。

須坂は1875（明治8）年、日本で初めての製糸結社「東行社」、1885(明治18)年

には「俊明社」が設立され一大製糸業の町として発展した。越は1887（明治20）

年山丸製糸所を創業、山丸組を設立、1894(明治27)年に俊明社合資会社の社長

に就任、製糸業のリーダーとなった。1918（大正7）年、当時大日本蚕糸会顧問渋

沢栄一の紹介により、大倉喜八郎とともに大倉製糸所を設立、大倉が社長、越が

副社長に就任した。このほか埼玉県大宮製糸工場、愛知県安城製糸工場、新潟

県に信越製糸村上工場などを建設していったが、1930（昭和5）年から始まった

世界金融恐慌の影響により、日本経済も大打撃を受け、山丸組を解散した。

■須坂市を中心にした社会貢献

越は生糸同業組合の組合長を始め、1895(明治28)年、製糸業の円滑な資金

調達のため上高井銀行を設立(八十二銀行の前身)した。また、1926(大正15)年

に私立須坂商業学校を創

立、次男の泰蔵を校主として任せた。その後、同校は校名の改称、学

制改革などを経て長野県立須坂商業高校になった。

■電気・化学事業へ経営多角化

製糸業近代化のため、蒸気機関の器械製糸から電気を導入する

ため水力発電所の建設を計画、1903（明治36）年に信濃電気（株）を

設立、翌年、米子発電所（当初出力：60kW）を完工、長野市など１市４

郡に供給をしていったが、営業区域が郡部から長野市に広がるにつ

れ、長野電灯(株)との間で激しい競争が展開された。１９１０(明治４３)

年、長野県知事の調停により供給区域の協定を締結、長野電灯が長

野市へ供給することになった。

一方、信濃電気は長野電鉄信濃吉田駅付近にカーバイド製造工

場 、 引続き信

濃鉄道黒姫駅

付近に柏原工

場を建設し生

産を拡張する

とともに次々

に発電所を建

設していった。

このように、①

発 電 所 を 建

設 、②カーバ

イドの生産、③

電力を利用し

た窒素の肥料の製造へと多角経営を展開していった。

1926(大正15)年、信濃電気と日本窒素(株)の共同出資で信越窒

素肥料(株)を設立、新潟県上越市に直江津工場を新設、吉田、柏原

工場の生産を移転させ、1940(昭和15)年に社名を信越化学工業

(株)に改称した。
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出典：『須坂の製糸業』

信濃電気が1904(明治37)年に建設した米子発電

所(出力：120kW) 、跡地脇に「米子発電所跡」

の解説板が立てられている。

出典：『須坂の製糸業』

須坂市春木町にある信濃電気発祥の地の碑

信濃電気が建設した鳥居川第一発電所（1925）
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